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道南を
たがや

農す
農
す ―

 

生
き
る
力
を
体
現
し
た
容
姿
、自
然
本
来

の
鮮
や
か
な
彩
り
、四
季
折
々
で
地
域
の
景
観
で
あ

り
続
け
る「
農
産
物
」と
、そ
れ
を
生
み
出
す「
農
業

者
」た
ち
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
く
。

八
雲
町
野
田
生

林　

 

正
広
さ
ん（
55
）

明
子
さ
ん（
50
）

誠　
さ
ん（
24
）

　
「
一
番
う
れ
し
い
の
は
、
良
い
も
の
が
で
き
た
と
き
の
収
穫
の
喜
び
。
そ
れ
が

消
費
者
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
と
な
お
嬉
し
い
」
そ
う
話
す
の
は
、
八
雲
町
野

田
生
の
林
正
広
さ
ん
。
八
雲
町
軟
白
ね
ぎ
生
産
組
合
の
組
合
長
も
務
め
る
ベ
テ

ラ
ン
だ
。
奥
さ
ん
の
明
子
さ
ん
、
後
継
者
の
誠
さ
ん
と
と
も
に
軟
白
長
ね
ぎ
栽

培
を
続
け
る
。「
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
農
家
自
身
が
販
売
や
Ｐ
Ｒ
に
協
力
し
て
い

き
た
い
」
な
ど
、
消
費
者
に
目
を
向
け
た
言
葉
が
多
か
っ
た
の
が
印
象
的
だ
。

　

消
費
者
へ
の
意
識
は
軟
白
ね
ぎ
組
合
の
伝
統
。
札
幌
の
ス
ー
パ
ー
で
生
産
者

が
売
り
場
に
立
つ
な
ど
の
販
促
活
動
を
続
け
る
。
同
時
に
、
去
年
か
ら
町
内
の

ス
ー
パ
ー
に
ね
ぎ
を
置
い
て
も
ら
う
な
ど
、
地
域
重
視
の
姿
勢
も
欠
か
さ
な
い
。

　

軟
白
長
ね
ぎ
の
特
長
は
、
何
と
い
っ
て
も
甘
く
て
柔
ら
か
い
白
根
。
定
番
の

薬
味
や
炒
め
物
か
ら
、
サ
ラ
ダ
や
煮
び
た
し
ま
で
幅
広
い
料
理
に
最
適
。「
刺
激

が
少
な
い
の
で
、
普
通
の
ね
ぎ
が
苦
手
な
子
供
で
も
食
べ
や
す
い
」
と
い
う
。

　

八
雲
で
軟
白
長
ね
ぎ
の
栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
落
部
地
区
。
冬
場
に
収
穫
す

る
の
で
稲
作
と
の
両
立
に
適
し
て
お
り
、
水
田
か
ら
の
転
作
に
選
ば
れ
た
。Ｊ
Ａ

ほ
く
と
が
誕
生
し
た
平
成
元
年
、
落
部
と
八
雲
の
生
産
組
合
も
合
併
。
そ
れ
を

機
に
林
さ
ん
も
軟
白
長
ね
ぎ
栽
培
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
後
、
徐
々
に
生
産

者
が
増
え
、
今
で
は
２５
戸
が
加
入
し
て
い
る
。

　

１
年
の
ス
タ
ー
ト
は
、
２
月
中
旬
か
ら
行
わ
れ
る
播
種
。
そ
れ
か
ら
６０
日
ほ

【
農
産
物
】
軟
白
長
ね
ぎ

雪
の
よ
う
に
白
く
柔
ら
か
い
白
根
に

　
　
　
　
　
　
　

甘
さ
が
つ
ま
っ
た
軟
白
長
ね
ぎ

①③

②④

「かつおだしと少なめの醤油で味付けした煮びたしは、ねぎの甘さが活きておすすめ」と明子さん。「かつおだしと少なめの醤油で味付けした煮びたしは、ねぎの甘さが活きておすすめ」と明子さん。

ご当地キャラ紹介
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　「ユーラップねぎの名前を覚えてほしい！」
という強い思いから生まれたヒーローです。
テレビ局のイベントやスーパーの売り場に現
れて、消費者に軟白ねぎの魅力を猛烈アピー
ル！　強烈なビジュアルで一度見たら忘れら
れませんね。
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ど
で
定
植
を
行
う
。
さ
ら
に
６０
日
前
後
で
黒
い
フ
ィ
ル
ム
を
か
け
て
遮
光
し
、

白
根
を
伸
ば
す
。
８０
日
ほ
ど
経
っ
て
白
根
が
４０
セ
ン
チ
を
超
え
る
と
収
穫
を

迎
え
る
。
１２
月
か
ら
続
く
収
穫
作
業
も
残
り
わ
ず
か
。
冬
の
名
残
に
、
軟
白

長
ね
ぎ
を
味
わ
っ
て
は
い
か
が
？

①①③③

②②④④

「かつおだしと少なめの醤油で味付けした煮びたしは、ねぎの甘さが活きておすすめ」と明子さん。

①播種作業は地区の組合員が共同で行う。２月中旬から４月頭まで、毎週のように集まる。　②ハウスの中
で太くみずみずしい葉を伸ばし、収穫の時を待っている。　③収穫作業は２名のパートさんと協力しながら行
う。柔らかい軟白長ねぎを傷つけないよう、手さばきは丁寧に。　④出荷するねぎを１本１本チェックする目は
真剣そのもの。こうして選ばれたものだけが「ユーラップねぎ」と呼ばれる。

ご当地キャラ紹介ご当地キャラ紹介
八雲町　軟白戦隊ユーラッパー

第１回
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平成２8年度 新卒新採用職員

４月１日からＪＡ職員に仲間入りしたフレッシュな新卒新採用職員をご紹介します！４月１日からＪＡ職員に仲間入りしたフレッシュな新卒新採用職員をご紹介します！

ＪＡ職員としての基礎を学ぶ
入組前研修を実施

特集

北
斗
市 

出
身

髙
田　

紗
輝（
た
か
だ 

さ
き
）

大
野
支
店　

共
済
課

信頼

函
館
市 

出
身

天
野　

秀
也（
あ
ま
の 

し
ゅ
う
や
）

大
野
支
店　

融
資
課

進化

知
内
町 

出
身

田
中　

空（
た
な
か 

そ
ら
）

知
内
支
店　

金
融
課

感謝

函
館
市 

出
身

田
澤　

将
也（
た
ざ
わ 

し
ょ
う
や
）

本
店　

農
業
振
興
部　

生
産
資
材
課

元気

石
狩
郡
当
別
町 

出
身

大
坪　

慶
弥（
お
お
つ
ぼ 

よ
し
や
）

本
店　

農
業
振
興
部　

酪
農
畜
産
課
（
生
乳
担
当
）

感謝

函
館
市 

出
身

永
川　

愛
梨（
え
い
か
わ 

あ
い
り
）

本
店　

総
務
部　

人
事
課

努力
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森
町
出
身

岡
田　

涼
平（
お
か
だ 

り
ょ
う
へ
い
）

森
支
店　

生
産
資
材
課

４月１日からＪＡ職員に仲間入りしたフレッシュな新卒新採用職員をご紹介します！

ＪＡ職員としての基礎を学ぶ
入組前研修を実施
ＪＡ職員としての基礎を学ぶ
入組前研修を実施

熱心

七
飯
町 

出
身

佐
々
木　

瑛（
さ
さ
き 

れ
お
）

七
飯
支
店　

生
産
施
設
課

努力

北
斗
市 

出
身

花
田　

有
希（
は
な
だ 

ゆ
き
）

七
飯
支
店　

営
農
課

努力

七
飯
町 

出
身

田
中　

隆
也（
た
な
か 

り
ゅ
う
や
）

七
飯
支
店　

営
農
課

勝負

函
館
市 

出
身

鍋
谷　

知
輝（
な
べ
や 

と
も
き
）

七
飯
支
店　

融
資
課

努力

函
館
市 

出
身

外
舘　

真
由（
と
だ
て 

ま
ゆ
）

上
磯
支
店

感謝

　新採用職員は、３月２３日～３

１日の７日間にわたって入組前研

修を受講しました。まず、ＪＡの

理念や社会人としてのマナー、コ

ンプライアンスについて講義を受

けました。さらに、農家実習と配

属先研修を各２日実施し、ＪＡの

役割や自身の仕事を身をもって体

験していました。

　４月１日には入組式が執り行わ

れ、組合長以下役職員を前にＪＡ

職員としての抱負を表しました。
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担え 新規
就農者を
ご紹介

～農家の現場へズームイン～

農業の担い手不足が叫ばれる昨今。その一方で、希望を持っ

て新たに農業を始める方もたくさんいます。地域の期待を担

う“ニューホープ”さんにインタビューしました。

地域の先輩達の助けが
今の自分の支え

●就農までの経緯を教えて下さい。
　以前はサラリーマンやペットトリマーなどの仕事をし

ていました。しかし、自分で一からすべてやるという魅

力に惹かれて農業を志しました。そして、インターネッ

トで農作業アルバイトの情報を見つけ、大野地区で農業

について学びました。

　経営形態は機械への初期投資が少ない施設園芸に決め、

その中でも自分に合ったトマト・キュウリを作付するこ

とに決めました。

●実際に就農してみた感想を教えて下さい。
　資金面では本当に苦労しましたが、各種就農支援資金

などもあって乗り越えられました。農産物の生育面では

地域の先輩達に見に来てもらいながらではありますが、

良いものを生産できるようになってきたので、やりがい

を感じています。

　就農して強く感じたことは、受け入れ農家先が決まっ

てからの支援を手厚くしてほしいということです。私は

２年間の研修期間を終えてすぐに就農したので、すごく

不安でした。試験的にハウスを貸すなどの支援があると、

これから就農を考えている人も踏み出しやすいと思いま

す。

●今後の目標などについてお聞かせ下さい。
　作付面積は当初より増やしたので、今後は、苗づくり

に力を入れて反収アップを目標にしたいと思います。就

農して２年経ちますが、今の自分があるのは熱心に対応

してくれた関係機関の方と、忙しい中でも自分のことを

気遣ってくれる地域の先輩達のお陰です。この気持ちを

忘れることなく、経営安定に向けてさらに努力していき

たいと思います。

北斗市　中野（上磯地区）

松
まつざき

崎　巧
こうすけ

介さん（３２歳）

作付品目：トマト　 ４５a、

　　　　　キュウリ ４５a 

営農歴：２年目（就農年：Ｈ２６）

　「仕事が忙しくても、
娘のことのちゃん（１
歳）と遊んでいると疲
れも吹き飛び、気分転
換にもなります」と巧
介さん。

▲トマト苗に水やりをする巧介さん

＜取材　大野支店　藤澤　純一＞
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担えさ
んとなりの農家

～農家の現場へズームイン～～農家の現場へズームイン～

七飯

知内

よ
り
良
い
も
の
を
、

　
　

気
持
ち
を
込
め
て

　

七
飯
町
大
中
山
の
澁
谷
さ
ん
は
３
月

１６
日
、
ほ
う
れ
ん
草
の
播
種
作
業
を

行
っ
た
。
こ
の
日
は
ハ
ウ
ス
内
を
ト
ラ

ク
タ
ー
で
整
地
し
た
後
、
種
子
が
入
っ

た
テ
ー
プ
を
手
押
し
式
の
播
種
機
で
丁

寧
に
播
種
し
た
。
こ
の
ハ
ウ
ス
で
の
収

穫
は
５
月
上
旬
か
ら
始
ま
り
、
１１
月
下

旬
頃
ま
で
を
予
定
し
て
お
り
、
昨
年
度

並
み
の
１
１
０
０
箱
（
１
箱
４
㎏
）
前

後
の
収
穫
を
見
込
ん
で
い
る
。
今
後
は

ス
イ
ー
ト
コ
ー
ン
の
播
種
作
業
が
始
ま

り
、
白
カ
ブ
・
水
菜
・
小
松
菜
の
収
穫

が
続
く
。

　

澁
谷
さ
ん
は
「（
ほ
う
れ
ん
草
は
乾

燥
に
弱
い
た
め
）
乾
か
さ
な
い
よ
う
に

水
や
り
や
ハ
ウ
ス
内
の
温
度
管
理
に
特

に
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。
以
前
は
花
卉

栽
培
を
し
て
い
て
昨
年
か
ら
ほ
う
れ
ん

草
等
を
始
め
た
の
で
、
慣
れ
な
い
こ
と

が
多
い
で
す
が
、
日
々
勉
強
し
て
自
分

に
合
っ
た
品
目
を
模
索
し
て
い
ま
す
」

と
話
す
。

澁
谷
祐
太
さ
ん
（
29
）　　

ほ
う
れ
ん
草

「
北
の
華
」
ニ
ラ
の

　
　
　

収
穫
が
ピ
ー
ク

　

知
内
町
重
内
の
南
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
で

は
、特
産
の
「
し
り
う
ち
に
ら
北
の
華
」

の
収
穫
が
最
盛
期
を
迎
え
て
お
り
、
家

族
総
出
で
収
穫
を
行
っ
て
い
る
。

　

春
に
収
穫
す
る
ハ
ウ
ス
は
約
２０
棟
で
、

１
月
初
旬
か
ら
収
穫
を
続
け
て
い
る
。

天
候
の
影
響
か
ら
毎
年
試
行
錯
誤
し
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
年
の
出
来
栄

え
は
「
例
年
通
り
の
仕
上
が
り
」
と
納

得
の
表
情
を
見
せ
た
。

　

南
渡
島
青
果
物
連
絡
協
議
会
会
長
、

知
内
町
ニ
ラ
生
産
組
合
幹
事
の
役
職
を

担
う
南
さ
ん
。
会
議
に
出
席
す
る
機
会

も
多
く
、「
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
た

め
に
、
相
手
に
伝
わ
り
や
す
い
話
し
方

を
心
掛
け
て
い
る
」
と
話
す
。
今
後
に

つ
い
て
は
、「
天
候
の
変
化
や
社
会
の

情
勢
に
負
け
ず
に
、
仲
間
と
切
磋
琢
磨

し
な
が
ら
知
内
町
の
農
地
を
守
っ
て
い

き
た
い
」
と
展
望
を
語
っ
て
く
れ
た
。

南　

茂
敏
さ
ん
（
46
）　　

ニ
ラ

▲ニラの収穫作業をする南さん

▲黙々と播種作業を行う澁谷さん

〈
取
材　

七
飯
支
店　

浅
野　

友
美
子
〉

〈
取
材　

知
内
支
店　

尾
辻　

凌
〉
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　青年部は３月４日、第１３回定期総会を開催し、
７地区を代表する４５名の部員が出席した。
　議案審議では、平成２８年度事業計画など３点に
ついて協議。部員から『部員間交流』について質問
があると、髙橋部長は「今年は部員全員での『地区
内視察』を検討している」と応じ、「普段から自身
の作物について真剣に語り合っている部員の姿を、
事業にできないかと考えている」と思いを語った。
　役員改選では、南桧山地区の木村卓也さんが新部
長に選任。副部長には北斗地区の畠山誠さんと北渡
島地区の北村卓馬さんが選ばれた。

木村卓也新部長が就任木村卓也新部長が就任
青年部第１３回定期総会青年部第１３回定期総会

▲「
問
題
点
や
将
来
像
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
」

　

と
田
原
部
長

▲

抱
負
を
語
る
木
村
卓
也
部
長（
右
）ら
新
役
員

　女性部は３月１５日、北斗市農業振興センターで
第１３回定期総会を開催した。部員や関係者ら７１
名が出席した。
　はじめに田原和子部長は「ＴＰＰ締結で一番心配
なのは食の問題です。消費者と手を繋いでいくこと
が大事」と挨拶。続いて平成２７年度事業報告と平
成２８年度事業計画の議案が審議され、承認された。
　終了後には、２地区ごとにグループを組んで意見
交換を行った。部員らは「各地区の抱えている問題
点」、「１０年後の女性部のありたい姿」、「ＪＡ経営
への参画」について真剣に話し合った。

将来について意見交換将来について意見交換
女性部女性部第１３回定期総会第１３回定期総会

祝 北海道新幹線開業祝 北海道新幹線開業
新函館北斗・木古内駅が大賑わい新函館北斗・木古内駅が大賑わい

会場はごった返し屋台には行列もできた。

　北海道新幹線が３月２６日に開業し、新函館北斗
駅と木古内駅で歓迎イベントが開かれた。道南各地
の味覚が集まり、観光客や地域住民を楽しませた。
　新函館北斗駅では３１日までの６日間、「北斗お
もてなし祭」を開催。あぐりへい屋がブースを出店
し、ふっくりんことホッキ貝を使った「ふっくりホ
ッキめし焼いちゃいました」を販売。酪農生産部会
は２６・２７日、牛乳１３００パックを配布しＰＲ
した。

　木古内駅では「食と文化のフェスティバル」と銘
打ち、木古内産米の地酒「みそぎの舞」が振る舞わ
れた。そのほか、はこだて和牛の料理や知内ニラ「北
の華」が販売された。
　開業を控えた２月２４日には、ＪＡバンクから両
駅にＡＥＤを寄贈。畠山良一組合長は「ＪＡは地域
への貢献を目指している。乗降客の安全確保に役立
ててほしい」と挨拶して鳴海正駅長に手渡した。

「救急救命に有効に役立てたい」と鳴海駅長
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　酪青研八雲女子研究会は３月８日、全酪連の高橋
金吾さんを講師に招いて学習会を開いた。町内の酪
農家・ＪＡ職員約２０名が参加した。
　テーマは「強化哺育」による発育改善効果や出生
直後の子牛の管理。高橋さんは「新生子牛は体温が
低いので高乳脂肪な初乳給与が重要」と強調した。
参加者から「強化哺育により乳量が増加する理由
は？」などの質問がとび、活発な意見交換となった。
　同研究会の渡辺えり奈会長は「最新の哺育技術の
基礎を学べて大変勉強になった。子牛哺育の改善点
に気づけて今後の目標もできた」と意気込んだ。

　生産者と米穀課が共同で、販売促進ＰＲを行った。
　せたな地区水稲部会は３月６日、スーパー魚長八
幡通り店と丸井今井函館で「北の白虎米（ななつぼ
し）」や「ゆめぴりか」等の販促を実施。
　知内地区青年部は１２日、スーパーアークス七飯
店で「ＪＡ新はこだてななつぼし」をＰＲ。カレー
ライスの無料提供も行い人気を集めた。
　森町良質米生産部会は１８日、ホクレンショップ
函館昭和店で「ゆめぴりかコンテスト道南地区金賞」
のおいしさを一般消費者に伝えた。各日とも人気を
集めていた。

　せたな町北檜山小学校で２月２９日、ホクレンは
食育授業「若松ポークマンを知ろう！作ろう！食べ
よう！」を開催。㈲高橋畜産の高橋洋平さん、札幌
のスープカレー店経営者の井出剛さんらが招かれた。
　はじめに高橋さんらが北海道の養豚事情や高橋畜
産での取り組みなどを講義。その後、井出さんが講
師となり、若松ポークマンや地場産野菜を使った
スープカレーの調理実習が行われた。児童らは班内
で協力しながら料理を楽しんでいた。
　高橋さんは「鋭い質問が沢山きて驚いた。調理実
習も盛りあがり、素晴らしい授業だった」と語った。

農業経営のため女性の力を向上農業経営のため女性の力を向上

地元のおいしいご飯をＰＲ地元のおいしいご飯をＰＲ本場のスープカレー作りを体験本場のスープカレー作りを体験

酪青研八雲女子研究会が勉強会酪青研八雲女子研究会が勉強会

消費者に道南米の販売促進消費者に道南米の販売促進「若松ポークマン」で食育授業「若松ポークマン」で食育授業

▲

酪
農
知
識
向
上
の
た
め
真
剣
に
聴
講

▲

参
加
者
は
皆
、講
演
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い

　

た
。

▲

試
食
の
ご
飯
を
手
に「
お
い
し
い
で
す
よ
！
」と

　

呼
び
か
け
る

▲

児
童
は
井
出
剛
さ
ん（
右
）の
話
に
聞
き
入
っ
た

　酪農生産部会は２月２３日、八雲町活性化施設で
「２０１６道南酪農セミナー」を開催し、管内の酪
農関係者約６０名が聴講した。
　農林水産省乳製品調整官の本田光広さんが「酪農
経営・乳業をめぐる情勢について」と題し講演。「生
乳の需要はあるが、生産量が足りていない。国とし
ては経営安定対策・体質強化を支援していくが、生
乳生産量をどう確保するかが今後の課題」と話した。
　同部会の谷博之会長は「これからは地域や関係団
体と更に連携を図る必要がある。補助事業などを上
手に利用して生産量の増加に努めたい」と語った。

生乳生産の課題を学ぶ生乳生産の課題を学ぶ
２０１６道南酪農セミナー２０１６道南酪農セミナー
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渡島農業改良普及センターのホームページ

普及センター活動紹介、地域の動き・技術情報など、是非ご覧下さい！

http://www.oshima.pref.hokkaido.lg.jp/ss/nkc/index.htm

写真　刈り込んだ後のねぎ苗

渡島農業改良普及センター

　育苗のポイントは、短期間に育苗型式毎の十分な苗形質を確保すると共に、

活着と生育促進を図れるような苗を育成することです。

　以下のポイントを参考に健苗育成を進めましょう。

（１）１.５葉期までは、乾かない程度のかん水とする。

（２）早期異常出穂防止のため、育苗後期の高温管理(２５℃以上)を避ける。

（３）成苗では育苗日数３５日以内とし、老化苗の移植を避ける。

表１　育苗管理のポイント

表２　育苗方式による苗の生育目標

水稲育苗管理のポイント

（１）発芽適温は１５～２５℃、地温が7℃以下では発芽まで時間を要し揃いも悪くなる。

（２）コケや白かび対策は、かん水を控えめとし、換気・中耕で対応する。

　　　コケ発生後は苗立枯病(ﾘｿﾞｸﾄﾆｱ菌)になりやすいので注意する。

（３）ハウス内の急激な温度上昇による葉先枯れ等の高温障害に注意する。

（４）剪葉は、草丈３０cm以上になったら１５～２０cmに刈り込む。

　　　育苗中に３～４回は必要である。

（５）剪葉時、刈り込んだ葉は灰色かび病やハエ類の元となるので、株元に

　　　極力落ちないように注意して刈る。  

ねぎ育苗管理のポイント

項　　　　　目

管　理　目　標 発芽の整一促進 根の発育促進 苗の徒長防止 苗質の充実化

２５～３２℃ ２０～２５℃ １８～２０℃ １８℃～外気温

３２℃以上で

乾かない程度にかん水を行う

チェーンポット育苗 平床慣行育苗

早朝葉先に水滴の付着が少なくなった時

は種直後は床土全体に浸透させる

育苗期間５５～８０日、太さ２.５～３.５mm、

葉数２.５～３.５枚を目標に、揃いを良くする

育苗期間７０～９０日、太さ４～５mm、

葉数３～４枚を目標に、揃いを良くする

２５℃以上で ２０℃以上や晴天日 外気温と同じ

各時期とも、与えた水が蒸発する条件下（晴天日など）でかん水する

は種～発芽揃 発芽揃～本葉１.５葉 本葉１.５葉～３.０葉 ３.０葉～移植

管　理　要　点

管　
　

理　
　

内　
　

容

温
度

か　

ん　

水

（換　気）

適　温

換　気

基　準

目　安

手　法

温度調整

渡島農業改良普及センター渡島南部支所は、平成２８年４月１日に本所へ統合されました。

連絡先は渡島農業改良普及センター 電話番号０１３８-７７-８２４２、FAX０１３８-７７-８１８７となります。よろしくお願いします。

二重被覆（透明ポリ

０.０３mm）などで保温

苗床の過湿を避け乾

燥化に努める

温度に注意して換気

を十分に行う

外気温に十分馴らし、

かん水を行う

降霜に注意し昼夜と

も、肩･裾開放

晴天時は早朝（６時

頃）より肩・裾換気、

夕方早く閉じる

肩換気、条件によっ

ては裾換気

二重被覆の除去

ハウスの肩換気

水は早朝（１０時まで）に行うか、又は日向水

などを使用して、苗の急激な温度変化と、地温

の低下を防ぐ
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〜
第
28
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
③
〜

美
し
い
農
村
景
観
の
意
味
と
価
値

　
　
　
　
　
　
　
　

加
工
食
品
の
材
料
に
も
北
海
道
産

作
家
・エ
ッ
セ
イ
ス
ト 

森  

久
美
子 

氏

　

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で
開
催
し
た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
か
ら
提
言
頂
き
ま
し
た
「
北
海
道
農

業
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
期
待
す
る
こ
と
」
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介

し
ま
す
。

森　

久
美
子 

氏

（
も
り　

く
み
こ
）

作
家
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト

農
林
水
産
省
・
食
料
・
農
業
・
農

村
政
策
審
議
会
臨
時
委
員

北
海
道
農
業
・
農
村
審
議
会
委
員

　

第
３
回
は
、
森
久
美
子
氏
の

提
言
を
紹
介
し
ま
す
。

美
し
い
農
村
景
観
を
守
る
た
め

輪
作
体
系
の
教
育
を

　

景
観
に
つ
い
て
考
え
る
気
持

ち
を
お
話
し
し
た
い
。
以
前
、

写
真
で
見
た
美
瑛
町
の
農
村
景

観
に
び
っ
く
り
し
た
。
こ
の
美

し
さ
は
農
業
が
あ
る
か
ら
こ
そ

だ
と
気
づ
い
た
。

　

東
京
に
住
ん
で
い
た
こ
ろ
、

実
家
か
ら
届
い
た
北
海
道
の
野

菜
を
お
す
そ
分
け
を
す
る
と
、

食
べ
て
み
な
い
う
ち
に
「
北
海

道
の
で
し
ょ
、
お
い
し
い
ん
だ

よ
ね
」
と
必
ず
言
わ
れ
た
。
そ

の
時
、
同
時
に
農
村
景
観
の
美

し
さ
や
清
涼
な
空
気
、
広
大
な

土
地
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
買
っ
て

い
る
と
思
っ
た
。

　

札
幌
市
民
あ
る
い
は
道
民
は
、

当
た
り
前
す
ぎ
て
、
農
業
生
産

が
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の

風
景
だ
と
い
う
あ
り
が
た
み
が

欠
け
て
い
る
。

　
「
い
つ
ま
で
も
あ
る
と
思
う

な
こ
の
景
観
」
と
い
う
の
は
、

半
分
は
冗
談
に
聞
こ
え
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
か
な
り
本
気
で

思
っ
て
い
る
。
農
業
が
継
続
さ

れ
な
い
と
、
こ
の
景
観
を
失
い

観
光
客
も
来
な
く
な
り
、
経
済

で
も
北
海
道
は
行
き
詰
る
。

　

そ
れ
で
は
ど
う
す
れ
ば
良
い

の
か
。
食
農
教
育
の
分
野
で
、

み
な
さ
ん
個
人
個
人
は
頑
張
っ

て
頂
い
て
お
り
、
農
作
業
の
ご

苦
労
や
、
な
ぜ
お
い
し
い
の
か

と
い
う
話
は
さ
れ
る
が
、
案
外
、

輪
作
体
系
を
教
え
て
い
る
機
会

は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
は
な
い

か
。

　

去
年
と
同
じ
農
村
景
観
を
撮

ろ
う
と
思
っ
て
行
っ
た
ら
、
な

ぜ
か
色
が
違
う
。
輪
作
が
あ
る

か
ら
だ
よ
と
都
会
の
人
た
ち
に

も
教
え
て
頂
き
た
い
。Ｊ
Ａ
の

力
で
あ
れ
ば
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
る
。

消
費
者
に
選
ば
れ
る
北
海
道
産

入
り
の
加
工
食
品

　

単
身
者
の
世
帯
数
が
全
国
平

均
で
戸
数
と
し
て
３
割
以
上
あ

る
。
生
鮮
食
品
に
使
う
食
料
費

が
非
常
に
少
な
く
な
っ
て
お
り
、

外
食
、
外
食
以
外
の
中
食
、
調

理
済
み
食
品
に
食
料
支
出
の

４４
％
を
使
っ
て
い
る
の
が
２
０

１
３
年
度
の
統
計
に
出
て
い
る
。

　

加
工
食
品
を
食
べ
て
い
る
人

た
ち
が
、
ど
れ
だ
け
日
本
の
も

の
や
道
産
の
も
の
を
意
識
し
て

く
だ
さ
る
か
が
非
常
に
重
要
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
が
一
丸
と

な
っ
て
、「
北
海
道
産
を
使
っ

て
い
る
カ
ッ
プ
麺
」、
と
か
表

示
な
り
宣
伝
文
句
を
つ
け
て
、

そ
の
分
、
仮
に
外
国
産
の
材
料

よ
り
１０
円
高
く
て
も
買
う
、
と

い
う
消
費
者
を
増
や
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

北
海
道
の
目
指
す
農
業
、
農

村
の
姿
と
い
う
こ
と
で
、
５
５

０
万
人
と
共
に
と
い
う
こ
と
は

大
変
す
ば
ら
し
い
。
実
現
で
き

る
よ
う
、
私
た
ち
も
消
費
者
の

一
人
で
も
あ
る
の
で
力
に
な
れ

た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

　

力
強
い
だ
け
で
な
く
、
今
ま

で
農
業
を
続
け
ら
れ
た
ご
年
配

の
方
た
ち
が
、「
自
分
の
人
生

は
こ
れ
で
良
か
っ
た
」
と
思
う

よ
う
な
農
村
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

力
強
い
農
業
・
農
村
に
は
、
そ

の
こ
と
も
含
ん
で
い
る
こ
と
を

意
識
し
て
頂
き
た
い
。Ａ
コ
ー

プ
の
買
い
物
支
援
も
含
め
て
地

域
の
人
た
ち
を
守
る
、
地
味
だ

け
ど
Ｊ
Ａ
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

を
ぜ
ひ
忘
れ
な
い
で
や
っ
て
頂

き
た
い
。

最
後
に
一
言

　

再
生
産
で
き
る
価
格
で
買
っ

て
頂
い
て
農
業
が
続
け
ら
れ
、

農
村
を
守
る
た
め
に
補
助
金
を

出
し
て
も
ら
う
。
国
民
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
得
ら
れ
る
た
め
の

啓
蒙
活
動
を
し
て
頂
き
た
い
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
を
含
め
農
家

を
守
る
こ
と
が
、
道
民
の
健
康

や
生
活
を
守
っ
て
い
る
こ
と
を

分
か
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る

こ
と
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
を
育
て

る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
。
農

業
に
対
す
る
理
解
が
な
い
人
た

ち
が
誤
解
な
く
農
業
を
理
解
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も

頑
張
っ
て
頂
き
た
い
。
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人
事
異
動
の
お
知
ら
せ
平
成
28
年
4
月
1
日
付

新　
　

任

氏　
　

名

旧　
　

任

本　

店

厚
沢
部
支
店

知
内
支
店

企
画
室

信
用
共
済
部

農
業
振
興
部

総
務
部

定
年
・
再
雇
用

総
務
部
総
務
課
長

考
査
役

山
中　

康
弘

◆
企
画
室
長

　

審
査
役

信
用
共
済
部
自
動
車

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

長　

調
査
役

浜
谷　

晃
良

◆
総
務
部
付

　
「
共
済
連
」出
向

　
（
役
職
定
年
）

総
務
部
経
理
課
長 

考
査
役

信
用
共
済
部
金
融
課

係
長
兼
審
査
課

主
幹

総
務
部
総
務
課
兼
経

理
課 

総
務
部
経
理
課

総
務
部
人
事
課

信
用
共
済
部
自
動
車

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

係
長　

主
幹

信
用
共
済
部
自
動
車

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

主
幹

信
用
共
済
部
自
動
車

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

主
査

信
用
共
済
部
自
動
車

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー 

五
十
嵐　

大
勝

小
柴　

一
樹

本
宮　

芽
衣

小
野
寺　

朱
香

古
山　

明
子

大
沼　

考
之

大
堀　

英
美

小
林　

真
也

中
川　

博
之

◆
総
務
課
長

　

考
査
役

◆
総
務
課
係
長

　
（
経
理
・
電
算
担
当
）

　

主
幹

◆
総
務
課

　
（
経
理
・
電
算
担
当
）

◆
総
務
課

　
（
経
理
・
電
算
担
当
）

◆
人
事
課　

主
査

◆
総
務
部
付

　
「
共
済
連
」
出
向

　

主
幹

◆
総
務
部
付

　
「
共
済
連
」
出
向

　

主
幹

◆
総
務
部
付

　
「
共
済
連
」
出
向

　

主
査

◆
総
務
部
付

　
「
共
済
連
」
出
向

木
古
内
支
店
長

調
査
役

笠
巻　

美
知
代

◆
金
融
課

　

調
査
役

東
前
事
業
所　

主
査

高
田　

こ
ず
え

◆
金
融
課
兼
資
金
運

　

用
課　

主
査

厚
沢
部
支
店

融
資
課

畠
山　

翔
太

◆
審
査
課 

生
産
販
売
部

厚
沢
部
支
店
営
農
セ

ン
タ
ー
長　

兼
本
店

生
産
販
売
部（
畑
作

担
当
）考
査
役

七
飯
支
店
花
卉
課
係

長　

主
幹

川
股　

智
明

白
石　

英
帝
人

◆
農
産
園
芸
課
長

　

考
査
役

◆
農
産
園
芸
課
係
長

　

主
幹

七
飯
支
店
営
農
課

長
谷
川　

大
也

◆
営
農
課

農
業
振
興
部

酪
農
畜
産
課

（
生
乳
担
当
）

森　

悠
輔

◆
酪
農
畜
産
課

厚
沢
部
支
店

営
農
課
長　

調
査
役

上
ノ
国
支
店
長

調
査
役

大
野
支
店
共
済
課
係

長（
外
務
推
進
担
当
）

調
査
役

厚
沢
部
支
店
生
産
施

設
課
係
長（
畑
作
担

当
）調
査
役

厚
沢
部
支
店

営
農
課　

主
幹

厚
沢
部
支
店

生
産
施
設
課
係
長　

調
査
役

三
浦　

洋

高
橋　

守

佐
藤　

広
史

谷
口　

登
紀

出
口　

秀
樹

北
越　

一
樹

◆
営
農
セ
ン
タ
ー

　

長
兼
生
産
販
売

　

部
（
畑
作
担
当
）

　

考
査
役

◆
共
済
課
長

　

調
査
役

◆
共
済
課
係
長

　
（
外
務
推
進
担
当
）

　

調
査
役

◆
営
農
課
長

　

調
査
役

◆
営
農
課

　

調
査
役

◆
生
産
施
設
課
長

　

調
査
役

落
部
支
店
長

調
査
役

館
支
店
長

調
査
役

厚
沢
部
支
店

生
産
資
材
課
長

調
査
役

大
中
山
支
店

大
野
支
店
融
資
課

木
口　

勝
則

山
田　

啓
司

竹
内　

正
孝

宮
下　

幸
恵

川
口　

晋
太
朗

◆
江
差
支
店
長

　

調
査
役

◆
上
ノ
国
支
店
長

　

調
査
役

◆
上
ノ
国
支
店

　
（
資
材
担
当
）
兼

　
（
金
融
共
済
担
当
）

　

調
査
役

◆
貯
金
課

◆
融
資
課

生
産
販
売
部

農
産
園
芸
課
長

考
査
役

江
差
支
店
長

調
査
役

関　
　

司

田
村　

広
行

◆
鶉
支
店
長

　

考
査
役

◆
館
支
店
長

　

調
査
役

厚
沢
部
支
店

生
産
施
設
課
長

考
査
役

大
石　

雅
樹

◆
生
産
資
材
課
長

　

考
査
役

厚
沢
部
支
店

生
産
施
設
課

上
ノ
国
支
店

七
飯
支
店
共
済
課

（
外
務
推
進
担
当
）

厚
沢
部
支
店

生
産
資
材
課　

主
幹

上
ノ
国
支
店

（
資
材
担
当
）

兼
（
金
融
・
共
済
担
当
）

農
業
振
興
部

生
産
資
材
課

大
野
支
店

生
産
資
材
課

館
支
店

厚
沢
部
支
店

生
産
資
材
課

館
支
店

（
資
材
兼
務
）

上
野　

司

近
藤　

裕
美

宮
町　

洋
平

飴
谷　

孝
行

船
瀬　

隆
志

赤
田　

篤
史

加
藤　

純

坂
井　

千
拡

松
岡　

勇
作

名
和　

奈
津
季

◆
共
済
課

　
（
外
務
推
進
担
当
）

◆
共
済
課

　
（
外
務
推
進
担
当
）

◆
共
済
課

　
（
外
務
推
進
担
当
）

◆
生
産
施
設
課

　

主
幹

◆
生
産
施
設
課

◆
生
産
資
材
課

◆
生
産
資
材
課

◆
館
支
店

　
（
資
材
兼
務
）

◆
館
支
店

　
（
資
材
担
当
）
兼　

　
（
金
融
・
共
済
担
当
）

◆
乙
部
支
店

若
松
支
店
畜
産

課
長　

調
査
役

若
松
支
店
畜
産
課

係
長　

主
幹

若
松
支
店
営
農
生
産

課
係
長（
営
農
生
産
指

導
担
当
）　

主
幹

若
松
支
店
生
産
資
材

課
係
長　

主
幹

八
雲
支
店
共
済
課

（
外
務
推
進
担
当
）

農
業
振
興
部
酪
農
畜

産
課 

中
島　

賢
哉

亀
尾　

孝
幸

近　

孝
弘

西
脇　

正
樹

中
野　

栄
治

岡
島　

学

◆
営
農
生
産
課
長

　

調
査
役

◆
畜
産
課
長

　

調
査
役

◆
生
産
資
材
課
長

 　

調
査
役

◆
生
産
資
材
課
係
長

　

調
査
役

◆
金
融
課

　
（
外
務
推
進
担
当
）

　

兼

　
（
金
融
・
共
済
担
当
）

◆
畜
産
課

若
松
支
店

大
野
支
店

共
済
課
長　

調
査
役

若
松
支
店
庶
務
担
当

（
課
長
待
遇
）（
金
融
兼

務
）考
査
役

幸
田　

英
樹

渡
部　

重
則

◆
金
融
課
長 

　

調
査
役

◆
金
融
課

　
（
貸
付
担
当
）

　

兼
（
庶
務
担
当
）

　

考
査
役

七
飯
支
店
生
産
資
材

課

箱
﨑  

正
行

◆
生
産
資
材
課

　
（
役
職
定
年
）

企
画
室
長

審
査
役

上
磯
支
店
長

考
査
役

森
支
店
営
農
セ
ン

タ
ー
長　

考
査
役

大
野
支
店
営
農
課
長

調
査
役

大
中
山
支
店
長 

調
査
役

信
用
共
済
部
共
済
課

（
Ｌ
Ａ
指
導
担
当
）主
査

南　

茂
樹

古
舘　

慶
一

城
地　

秀
樹

西
谷　

顕
治

坂
井　

哲
也

小
澤　

祐
司

◆
基
幹
支
店
長

　

審
査
役

◆
金
融
課
長

　
（
庶
務
兼
務
）

　

考
査
役

◆
営
農
畜
産
課
長

　

考
査
役

◆
生
産
資
材
課
長

　

調
査
役

◆
木
古
内
支
店
長

　

調
査
役

◆
金
融
課

　
（
外
務
推
進
担
当
）

　

兼
（
金
融
・
共
済

　

担
当
）
主
査

大
野
支
店
生
産
施
設

課　

主
査

木
古
内
支
店

（
資
材
担
当
）兼（
金
融
・

共
済
担
当
）主
幹

石
見　

雄
樹

村
田　

勝
幸

◆
生
産
施
設
課

　

主
査

◆
木
古
内
支
店

　
（
資
材
担
当
）
主
幹

鶉
支
店
長　

調
査
役

芦
野　

彰

◆
融
資
課

　
（
役
職
定
年
）

若
松
支
店
生
産
資
材

課
長　

調
査
役

林　

哲
裕

◆
営
農
生
産
課
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七
飯
支
店

森
支
店

八
雲
支
店

（
有
）新
は
こ
だ
て
協
同

大
野
支
店

厚
沢
部
整
備
工
場

Ａ
コ
ー
プ
知
内
店

知
内
給
油
所

知
内
整
備
工
場

八
雲
整
備
工
場

定
年
・
再
雇
用

経
済
事
業
部
経
済
事

業
課

厚
沢
部
整
備
工
場
長

主
幹

経
済
事
業
部
経
済
事

業
課

知
内
整
備
工
場
長

主
査

飴
谷　

喜
美
男

村
上　

誠
一

◆
厚
沢
部
整
備
工

　

場
長　

調
査
役

◆
厚
沢
部
整
備
工

　

場　

主
査

経
済
事
業
部
経
済
事

業
課

Ａ
コ
ー
プ
知
内
店
長

主
幹

角
花　

俊
人

◆
Ａ
コ
ー
プ
知
内

　

店
長　

調
査
役

経
済
事
業
部
経
済
事

業
課

知
内
給
油
所
長

兼
木
古
内
給
油
所
長

調
査
役

斉
藤　

雄
蔵

◆
知
内
給
油
所
長

　

兼
木
古
内
給
油

　

所
長　

　

兼
知
内
工
場
長

　

調
査
役

経
済
事
業
部
経
済
事

業
課

八
雲
整
備
工
場

谷
脇　

辰
雄

◆
知
内
整
備
工
場

経
済
事
業
部
経
済
事

業
課

八
雲
整
備
工
場
長

主
幹

伊
藤　

司

◆
八
雲
整
備
工
場
長

　

調
査
役

経
済
事
業
部
経
済
事

業
課

厚
沢
部
整
備
工
場

主
幹

平
田　

哲
雄

◆
八
雲
整
備
工
場

　
（
役
職
定
年
）

七
飯
支
店
次
長 

考
査
役

七
飯
支
店
営
農
セ
ン

タ
ー
長
兼
生
産
販
売

部（
花
卉
担
当
）

兼
生
産
資
材
課
長

考
査
役

若
松
支
店
金
融

課
長　

調
査
役

知
内
支
店
金
融
課
係

長（
外
務
推
進
担
当
）

調
査
役

七
飯
支
店
生
産
資
材

課
係
長　

主
幹

七
飯
支
店
融
資

課
長　

考
査
役

七
飯
支
店
共
済

課
長　

調
査
役

濁
川
事
業
所
長

調
査
役

七
飯
支
店
営
農
課

厚
沢
部
支
店

貯
金
課 

函
館
支
店 

大
野
支
店
共
済
課

（
外
務
推
進
担
当
）

主
査

生
産
販
売
部
農
産
園

芸
課
係
長 

主
幹

七
飯
支
店

生
産
施
設
課 

金
子　

秀
光

冨
原　

明
広

吉
田　

道
彦

清
野　

伸
也

門
口　

泰
之

今
野　

達
夫

伊
藤　

佳
央

宮
本　

昭
彦

中
田　

道
子

石
井　

知
子

須
藤　

つ
ば
さ

阿
部　

美
佐
子

平
野　

省
司

高
松　

雄
介

◆
次
長
兼
融
資
課
長

　

考
査
役

◆
七
飯
支
店
営
農

　

セ
ン
タ
ー
長

　

兼
生
産
販
売
部

　
（
花
卉
担
当
）

　

考
査
役

◆
貯
金
課
長

　

調
査
役

◆
共
済
課
長

　

調
査
役

◆
生
産
資
材
課
長

　

調
査
役

◆
大
中
山
支
店
長

　

考
査
役

◆
大
沼
支
店
長

　

調
査
役

◆
函
館
支
店

　
（
資
材
担
当
）

　

調
査
役

◆
支
店
付

◆
貯
金
課

◆
貯
金
課

◆
共
済
課

　
（
外
務
推
進
担
当
）

　

主
査

◆
花
卉
課
係
長

　

主
幹

◆
生
産
資
材
課

函
館
支
店

（
資
材
担
当
） 

七
飯
支
店
貯
金
課

大
野
支
店
貯
金
課

 

信
用
共
済
部
金
融

課
兼
資
金
運
用
課

冨
樫　

遥

山
田　

恵
理

竹
浪　

幹
奈

早
川　

あ
か
り

◆
生
産
資
材
課

◆
大
中
山
支
店

◆
大
中
山
支
店

◆
大
沼
支
店

函
館
支
店

大
野
支
店
生
産

資
材
課

山
澤　

み
の
り

出
町　

忠
樹

◆
函
館
支
店

　

主
査

◆
函
館
支
店

　
（
資
材
担
当
）

知
内
基
幹
支
店
長

審
査
役

八
雲
支
店
生
産
施
設

課
長　

考
査
役

森
支
店
営
農
生
産
課

係
長（
経
営
対
策
係
担

当
）主
幹

森
支
店
金
融
課

七
飯
支
店
共
済
課

（
外
務
推
進
担
当
）

森
支
店
金
融
課

（
外
務
推
進
担
当
）

兼（
金
融
・
共
済
担
当
）

森
支
店
金
融
課

（
貸
付
担
当
） 

森
支
店
生
産
資
材
課

係
長　

主
幹

長
万
部
支
店
係
長

主
幹

松
崎　

光
一

笹
谷　

秀
敏

田
代　

岳
雄

上
野
谷　

望

田
名
部　

大
貴

髙
瀬　

彰
太

伊
藤　

ち
あ
き

西
畑　

弘
行

日
向　

厚
子

◆
基
幹
支
店
長

　

審
査
役

◆
営
農
セ
ン
タ
ー
長

　

考
査
役

◆
営
農
生
産
課
係
長

　
（
経
営
対
策
係
担
当
）

　

調
査
役

◆
金
融
課　

主
査

◆
金
融
課

　
（
外
務
推
進
担
当
）

　

兼
（
金
融
・
共
済

　

担
当
）

◆
金
融
課

　
（
外
務
推
進
担
当
）

◆
金
融
課

　
（
貸
付
担
当
）

　

兼
（
金
融
・
共
済

　

担
当
）

◆
濁
川
事
業
所
長

　

主
幹

◆
濁
川
事
業
所

　

係
長　

主
幹

長
万
部
支
店
長

調
査
役

若
松
支
店
営
農
生
産

課
長　

調
査
役

農
業
振
興
部
営
農
課

（
課
長
待
遇
）考
査
役

大
野
支
店
貯
金

課
長　

考
査
役

八
雲
支
店
貯
金

課
長　

考
査
役

北
川　

徹

今
村　

文
春

遠
藤　

裕

髙
田　

美
由
紀

千
根　

義
仁

◆
貯
金
課
長 

　

調
査
役

◆
生
産
施
設
課
長

　

調
査
役

◆
営
農
畜
産
課

　

考
査
役

◆
落
部
支
店
長

　

考
査
役

◆
長
万
部
支
店
長

　

考
査
役

長
万
部
支
店（
畜
産
・

営
農
生
産
指
導
担

当
）兼
八
雲
支
店
営

農
畜
産
課

八
雲
支
店
営
農
酪
農

課　

主
査

長
万
部
支
店 

主
査

佐
藤　

広
和

河
副　

邦
彦

河
部　

龍
子

◆
長
万
部
支
店
（
畜

　

産
・
営
農
生
産
指

　

導
担
当
）
兼
（
資

　

材
担
当
）
兼
八
雲

　

支
店
営
農
畜
産
課

◆
営
農
酪
農
課

　

主
幹

◆
長
万
部
支
店

　

主
幹

八
雲
支
店
生
産
施
設

課（
資
材
兼
務
）

羽
賀　

勝
也

◆
生
産
施
設
課

七
飯
支
店
貯
金

課
長　

調
査
役

厚
沢
部
支
店
共
済

課
長　

調
査
役

厚
沢
部
支
店
共
済
課

係
長
（
外
務
推
進
担

当
）調
査
役

大
野
支
店
営
農
課
係

長　

調
査
役

知
内
支
店
金
融
課
長

（
庶
務
兼
務
）調
査
役

上
磯
支
店 

七
飯
支
店
貯
金
課

主
査

七
飯
支
店
融
資
課

主
査

総
務
部
人
事
課

信
用
共
済
部

共
済
課 

厚
沢
部
支
店

共
済
課

（
外
務
推
進
担
当
） 

大
野
支
店
生
産
施
設

課　

主
査

大
野
支
店
生
産
資
材

課　

主
査

吉
田　

優
子

本
井　

良
幸

大
森　

利
久

田
口　

景
介

丸
山　

康
弘

川
合　

理
紗
子

大
久
保　

智
子

吉
川　

秀
一

髙
瀬　

愛
子

佐
藤　

美
紀

大
瀧　

勇
太

森
川　

功
輔

小
川　

慎
一

◆
貯
金
課
長 

　

調
査
役

◆
共
済
課
長

　

調
査
役

◆
共
済
課
係
長

　
（
外
務
推
進
担
当
）

　

調
査
役

◆
営
農
課
長

　

調
査
役

◆
上
磯
支
店
長

　

調
査
役

◆
貯
金
課 

◆
貯
金
課

　
（
信
用
渉
外
担
当
）

　

主
査

◆
融
資
課　

主
査

◆
融
資
課 

◆
共
済
課 

◆
共
済
課

　
（
外
務
推
進
担
当
）

　

主
査

◆
生
産
施
設
課

　

主
幹

◆
生
産
資
材
課

　

主
幹

知
内
支
店

生
産
施
設
課

総
務
部
総
務
課

中
嶋　

拓
也

長
谷
川　

恵
美

◆
生
産
資
材
課

◆
東
前
事
業
所

東
前
事
業
所（
フ
ァ
ー

マ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ
ト
兼

金
融
・
資
材
）主
幹

工
藤　

寛
生

◆
東
前
事
業
所

　
（
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

　

マ
ー
ケ
ッ
ト
）

　

主
幹

生
産
資
材
課（
購
買
渉

外
担
当
）

生
産
施
設
課

小
山
田　

透

葛
西　

良
二

◆
生
産
施
設
課

◆
生
産
資
材
課

　
（
購
買
渉
外
担
当
）

八
雲
支
店
営
農
酪
農

課　

主
査

吉
田　

知
子

◆
営
農
酪
農
課

　
（
役
職
定
年
）
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INFORMATION

　１号
　２号
　３号

　４号
　５号
　６号

　７号

　８号
　９号
１０号
１１号
１２号

第2回　理事会（定例）議案 日時：平成28年３月１６日(水)10：30～　場所：北斗市総合分庁舎

議 案 ＪＡ全国監査機構期末監査結果について
定款の一部変更について
（定款附属書）役員選任規程の一部変更
について
規程の一部変更について
農業倉庫業務規程の廃止について
北海道チクレン農業協同組合連合会にお
ける農業の経営に関する当組合の同意に
ついて

「ＴＰＰから北海道農業・地域社会及び
国民の命と暮らしを守る特別議決」の実
施について
第１４回通常総代会の手続きについて
金融基盤強化積立金要領の廃止について
組合員懇談会の提案事項について
財務管理規程の一部変更について
平成２８年度信用供与限度額の設定につ
いて

販売高の実績は以下の通りです。

日ハムにふっくりんこ
１０００杯分を寄贈

　当ＪＡと北斗市は２月２６日、
北海道日本ハムファイターズに

「ふっくりんこ１０００杯分」を寄
贈しました。贈呈式には高谷寿峰
市長（右）が出席し、大野奨太捕
手（中央）に目録を手渡して激励
しました。
　大野捕手は３月２６日の新幹線
開業と２５日のプロ野球開幕に触
れ、「一緒に素晴らしいスタートが
切れるように頑張りたい」と話し
ました。

　農畜産物を合わせた平成２７年度の販売総額が、３０６億円となり
ました。平成１４年のＪＡ合併時から掲げていた目標を初めて達成で
きました。
　組合員をはじめ、販売に尽力して下さった関係者の皆さまに心から
感謝を申し上げます。

合併以来初！　販売高３００億円突破
組合員・関係者の努力が結実

退
職
の
ご
挨
拶

厚沢部支店 生産施設課 佐藤 尊広
昭和４９年に旧厚沢部農協に入組、現在
の嘱託職員としての期間も含め４２年間
勤めさせて頂きました。組合員の皆様は
じめ、役職員の方々にも大変お世話にな
りました。

函館支店 福田 　勇
このたび３月３１日をもちまして定年退
職を致しました。昭和５４年に旧七飯農
協に入組し３７年間の長きにわたり皆様
方には大変お世話になりました。皆様方
の一方ならぬご指導、ご支援ありがとう
ございました。

森支店 基幹支店長 岩田 健二
昭和４９年に旧厚沢部町農協に入組し、
農業振興主体の業務を経て、合併後本店
５年・厚沢部３年・知内２年・森４年の
通算４２年間、様々な方にお世話になり
この度退職を迎えました。長い間有難う
ございました。

森支店 金融課 中野 貢一
落部農協に昭和５９年に入組し早３１年
間勤務し、この度定年退職致します。販
売推進や収穫祭など良き思い出が沢山あ
ります。組合員の皆様、今まで大変お世
話になりました。

300

50

100

150

200

250

H14

単位：億円
■■畜産物
■■農産物

H17 H20 H23 H27

177.4

88.0

265 257 257
275

306

170.8

86.4

175.9

81.0

184.7

90.3

200.6

105.8

みんなのまるめ郎広場

農協ラーメン
（1袋2食入り）

はこだて産
本格いかめし
（1袋2杯入り）

農協のトマトカレー
（1袋1食入り）

上ノ国町　ノンノさん
森町　サットさん
八雲町　クロにゃんさん

クイズ
当選者

読者の声 たくさんのご応募、ありがとうございます。
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応募締め切り 4月１８日（月）（当日消印有効）
　応募用紙はこちら （切り取ってハガキにそのまま貼ってね。）

※下記応募用紙には必ず全て記入して下さい。※コメントのないものは無効とさせて頂きます。

キーワード

みんなのまるめ郎広場みんなのまるめ郎広場

農協ラーメン ・ 農協トマトカレー ・ 函館産いかめし
ご希望のプレゼント ※下記のいずれか1つに◯を付けて下さい

※広報誌へのご感想やご意見・ご要望、身近なできごとなどについて教えてください。

　　 E-mailアドレス  shinya.toda@ja-shinhakodate.com

クイズ&投稿は、郵送またはFAX、メール、ホーム
ページのメールフォームで受け付けております。

JA新はこだて企画室 FAX：0138-77-5566
〒041－1201 北斗市本町１丁目１番21号

農協ラーメン農協ラーメン
（1袋2食入り）（1袋2食入り）

はこだて産
本格いかめし
はこだて産
本格いかめし
（1袋2杯入り）（1袋2杯入り）

3 3
3クイズの正解者の中から抽選で　　名様に、

以下の　　種類からお好きな商品を　　袋を
お送りします。
希望のプレゼントをご記入ください。

農協のトマトカレー農協のトマトカレー
（1袋1食入り）（1袋1食入り）

上ノ国町　ノンノさん
森町　サットさん
八雲町　クロにゃんさん

上ノ国町　ノンノさん
森町　サットさん
八雲町　クロにゃんさん

クイズ
当選者
クイズ
当選者

3月号のこたえ
1

5 6 7

8 9 10

11

12 13

2

4

3

も

ち

つ

き

て

ん

う

た

え

ば

だ

が

し

さ

い

よ

こ

し

ま

ほ

う

び

く

は

こ

と

と

ろ

今月は１０件のご応募があり、厳正な抽選の
結果、次の３名の方が当選となりました。

クイズ

あて先

プレゼント

今回からクイズがリニューアルします。
今月号のえすぽわーるの中から答えを
探してください！

高級感のある金色の米袋にリニューアル！
「○○○○○コンテスト道南地区金賞」のシールも
貼られています。森地区良質米生産部会がＰＲした、
このお米の名前は？（ひらがな５文字です）

Q.

組合員も威勢よく
「おいしいですよ！」と呼びかけました。

春よこい！家の前の麦が緑鮮やかで美しい。新婚
さんハッピートーク、頼もしく拝見してますヨ！
♣新婚さんのコーナーは前回で終了してしまい
ました…(T_T)ですが、今月号から新コーナーで
“ニューホープ”さんの紹介が始まりましたので、
ご期待ください！

厚沢部町 フーちゃんさん

祝　北海道新幹線開業です。
♣これを機に、函館をはじめ道南の観光がますま
す発展するといいですね！

上ノ国町 ノンノさん

表紙の写真が記事を連想させ、毎月えすぽわー
るを読むのが楽しみです。
♣お読み下さってありがとうございます。表紙は
えすぽわーるの顔ですので、気合入れていきたい
です！

知内町 Ｄｕｆｆｙさん

トマトカレー食べたいです。
♣すみません、外れてしまいました…。最近は応
募してくださる数が多くて大変ありがたいのです
が、抽選の倍率も上がっていますね。

知内町 ジュンコさん

新幹線、一足早く主人と２人で乗りました。早い！
きれい！スゴイ！！ラーメン食べたいです。
♣いつもご応募くださってありがとうございます。
開業前に新幹線に乗れるなんて、何ともうらやま
しいです！

北斗市 おていちゃんさん

クロスワードの景品をもっと、ごうかにして下さ
い。
♣欲しい景品などありますか？　高価な品は難し
いのですけれど…。

森町 トマミーさん

色んな町の鍋まつりにいってみたいな
♣各地のお祭りでそれぞれ特徴があっておもし
ろいですね！

森町 サットさん

クロスワードクイズ、いつも誰が考えて作るのか
な？…作成するときのポイントは？…どういうこ
とに苦労しますか？
♣本店内部監査室の職員が作ってくれてました。
多謝！季節に合ったキーワードを配置するのが難
しかったです。いつも解いてくれてありがとうござ
いました！　by クイズ作成者

八雲町 カズＰさん

ご近所の加藤さんが特集されてて、夫とオォ～！
わ～！！といいながら読みました。去年は家族で、
あぐりへい屋に寄ってトマトカレー食べました。
おいしかったのでトマトカレーを希望します。
♣クロにゃんさんは、飼っているネコさんたちのイ
ラストも送ってくださいました。個人的には、鳩を
獲ってきた「ハト夫」くんがツボでした！( *^艸^)

八雲町 クロにゃんさん

読者の声読者の声 たくさんのご応募、ありがとうございます。たくさんのご応募、ありがとうございます。

しんはこだてほくと
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　春キャベツと切り干し大根の甘味・梅干しの酸味が

体に優しい炊き込みご飯です。柔らかい春キャベツを

楽しむために、ご飯が炊き上がってから加えます。キャ

ベツの存在感でボリュームもタップリ。アサリは小さ

くなってしまうので、取り出しておきましょう。

題名：マルメロード第39章題名：マルメロード第39章

まるめ郎アルバム

Ｄａｙ：２０１６．３．８Ｄａｙ：２０１６．３．８

編
集
後
記

　

４
月
に
入
っ
て
暖
か
く
な
り
、
雪
も
解
け
て

い
ま
す
。
24
節
気
で
は
４
月
20
日
は
「
穀
雨
」

で
、
「
田
畑
の
準
備
が
整
い
、
穀
物
の
成
長
を

助
け
る
春
の
雨
が
降
る
頃
」
と
い
う
意
味
だ
そ

う
で
す
。
そ
の
こ
と
わ
ざ
通
り
、
今
年
も
組
合

員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
実
り
多
き
１
年
に
な
る

よ
う
、
心
か
ら
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
も
、
４
月
は
人
事
異
動
や
総

代
会
の
あ
る
大
事
な
時
期
。
え
す
ぽ
わ
ー
る
も

そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
少
し
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て

み
ま
し
た
。
今
月
の
誌
面
は
い
か
が
で
し
た

か
？
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　

（
真
）

新幹線に乗って「まるめ郎の旅」が

始まるかも？笑 ※始まりません。
JA新はこだて facebook 検索

随時、最新情報を更新していますので、
ぜひチェックしてみてください。

facebookページ更新中！
第
1
6
4
号

電
話
／
0138-77-5555　

ＦＡ
Ｘ
／
0138-77-5566

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
http://w

w
w
.ja-shinhakodate.jp/

編
　
集
／
企
画
室
　
　
印
　
刷
／
有
限
会
社
　
三
和
印
刷

平
成
28年

4月
10日
発
行

発
　
行
／
新
函
館
農
業
協
同
組
合

　
　
　
　
〒
041-1201 北

斗
市
本
町
1丁
目
1番
21号

緊急時の
ご連絡先
※業務時間内

（平日9時～１７時）には
ご契約の支店に
ご連絡ください。

お車の事故・トラブル
☎0120-258-931
（ＪＡ共済事故受付センター）

キャッシュカードや通帳の紛失・盗難
☎0120-94-4904
（ＪＡバンクキャッシュカード紛失共同受付センター）

ＪＡクレジットカードの紛失・盗難
☎0120-15-9674
（三菱ＵＦＪニコス㈱盗難紛失受付センター）

お車のレッカー・ロードサービス
☎0120-063-931
（ＪＡ共済サポートセンター）

料理研究家●波多野充子料理研究家●波多野充子

1食当たり

約365kcal甘い春キャベツご飯
point

材　料（４人分）

作り方

米 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２合

キャベツ ・・・・・・・・・・・・・・・１/４個（約２００g）

アサリ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１５個

油揚げ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１枚

切り干し大根 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １２g

梅干し ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２個

ショウガ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１片

だし汁 ・・・・・・・・・・・・酒としょうゆを含む２カップ

酒 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１

しょうゆ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大さじ１

塩 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小さじ１

米は３０分以上浸水後、水を切る。アサリは砂

抜き後、殻をよく洗う。油揚げは熱湯で油抜き

後、細めに切る。キャベツはザク切りにし、水気

を切る。切り干し大根はさっと洗い１～２cm

に切る。ショウガは千切りにする。

鍋に米を入れ、キャベツ以外の材料を全て加え

る（アサリは最後に載せる）。

沸騰するまで強火、その後弱火で１３分加熱し

たら火を止め、アサリを取り出しキャベツを加

えてからふたをして１２分蒸らす。炊飯器の場

合も同様に、蒸らしに入ると同時にアサリを取

り出しキャベツを加える。

まだキャベツはしっかりしているが、全体をふ

んわりと混ぜ合わせるとなじむので、梅干しの

種を除き、アサリを戻していただく。

（１）

（２）

（３）

（４）

JA CASH CARD

※ＪＡカード一体型の盗難・紛失においては、両方にご連絡ください。
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